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　本学専任教員全員の経歴と専門分野および研究アクティビティーを紹介する「研究シーズ集・

研究者要覧」第 7 集をお届けします。

　令和 6 年度には，地域における産官学金民言連携の下に産業界および地域社会の課題解決

と人材育成供給に資することを目的とする「公立小松大学協力会」が発足したところです。本冊

子によって，公立小松大学がどのような人的知的資源を擁するかをご理解いただき，技術相談，

シーズ・ニーズマッチング，共同研究といった産業界との連携の創出・発展や，専門分野や機関・

地域の垣根を超えたコラボレーションが促進されるところとなれば，幸いです。

　生化学者アーサー・コーンバーグ1）は，「発明は必要の母」といいました。発明・発見は，新しい

製品，市場，産業，雇用を生み出しうるからです。そう遠くない将来，公立小松大学の研究や社

会連携から，そのようなイノベーションが生まれることを希っております。

本学は，工学系，医系，文系の 3 学部 4 学科と，それらに接続し分野横断的な教育研究を行う

1 研究科 3 専攻を擁する総合大学です。産官学連携やコラボレーション，そしてイノベーションは

理系からも文系からも生まれます。米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校でなされた，学習障

害のある子どものための学習システムの開発と起業化2）は，文理融合の成功例として有名です。

　基礎研究も重要です。プリンストン高等研究所を開設したエイブラハム・フレクスナー 3）は，ファ

ラデー，マクスウェル，アインシュタインらを例に挙げ，usefulness（効用）を意識することなく，素朴

な curiosity（好奇心） から発した研究が如何に大きな恩恵を人類にもたらしたかを強調していま

す。大学は，地道な基盤的な研究も気長に支援し，未来を創造する仕事と人を育てて行かねば

なりません。それが，私たちの国日本を活性化する道でもあると思います。

参考文献

1） アーサー・コーンバーグ『輝く二重らせん―バイオテクベンチャーの誕生』
 メディカル・サイエンス・インターナショナル社，1997年
2） 渡部俊也，隅藏康一『TLOとライセンス・アソシエート』（株）ビーケイシー , 2002年
3） Abraham Flexner, Robert Dijkgraaf “The Usefulness of Useless Knowledge” , 
 Princeton University Press, 2017
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　機械工学を柱として、情報工
学、電 気・電 子 工 学など、「もの
づくり」に必要な専門知識・技術
を身につけます。科学技術の進
歩をキャッチアップできる人材を
育成します。

　看護師は、病院にとどまらず、
地域の人々の人生・健康を支え
る存在として活躍が期待されて
います。心身の痛みに寄り添い、
包括ケア全般を担うことができ
る人材を育成します。

　観光、地域社会、国際社会、言
語文化の４つの学びの領域で、
国際社会と地域社会に関する洞
察力と豊かな感性、自己表現力
を持ち、世界で活躍できる人材
の育成を目指します。

未来のものづくりを担うエンジニアへ

国際視野から地域貢献を目指す人文科学系総合学部 最先端医療と地域医療に貢献する

１研究科３専攻で分野横断的な研究を行う

生産システム科学専攻・ヘルスケアシステム科学専攻・グローカル文化学専攻

少人数制によるプロフェッショナルの育成

生産システム科学部 生産システム科学科

国際文化交流学部 国際文化交流学科

保健医療学部 看護学科

中央キャンパス
〒923-0921 石川県小松市土居原町10番地10

こまつアズスクエア2・3階
TEL：0761-23-6600　FAX：0761-48-3248

アクセス▶ 小松駅から徒歩約1分

中央第2キャンパス（2025年秋開設予定）
〒923-0868 石川県小松市日の出町1丁目100番

ウレシャス小松4階

アクセス▶ 小松駅から徒歩約1分

末広キャンパス
〒923-0961 石川県小松市向本折町へ14番地1
TEL：0761-41-6800　FAX：0761-48-3232

アクセス▶ 小松駅から小松バス市内循環線で
「市民病院」下車（所要時間約5分）
徒歩約5分、小松駅から徒歩約25分
※南加賀地域の広域医療の拠点である小松市民病院に隣接

粟津キャンパス
〒923-8511 石川県小松市四丁町ヌ1番地3
TEL：0761-41-6700　FAX：0761-44-3506

アクセス▶ 粟津駅から徒歩約12分
小松ICより車で約15分
※南加賀地域のものづくり集積地の中心に位置

保健医療学部 臨床工学科
　国公立大学初の臨床工学科と
して高度化する医療技術に即応
して最先端技術と地域医療に貢
献し、臨床工学と医学の未来を
切り開く人材を育成します。

小
松
駅

至加賀

至金沢

土居原町

小松駅前
土居原

中央

土居原南

日の出町
三丁目

沖町立体
駐車場前

中央キャンパス中央キャンパス 中央第2キャンパス中央第2キャンパス

こまつの杜

サイエンスヒルズ
こまつ

小
松
駅

本折町南

末広

向本折北
白山町

小松運動公園

小松市民病院
末広キャンパス 立体

駐車場前 至
　   

号
線

至加賀

至金沢

至金沢

粟
津
駅

粟津駅前

粟津
公園

粟津キャンパス

至加賀

大学院サステイナブルシステム科学研究科

　本学が有する工・文・医系の全アクティビティを結集、連携させ、持続可能な目標達成に向けての課題の相
互関連性の認識と統合的な解決への意識を共有し、専攻の垣根を超えた連帯と協働で教育研究を行いま
す。今後の地域・国際社会のサステイナビリティ（持続可能性）とその実現につながるシステム構築を担いう
る人材育成を目指します。

➡
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　公立小松大学地域連携推進センターは、本学の地域連携活動の窓口として、産官学連携活動を支援していま
す。大学の有する人的資源や知的資産、施設などを活用し、地域における人材育成やイノベーションの創出、産業
の発展、地域医療の向上、国際化の進展に向けた取り組みを進めています。　

共同研究、受託研究、技術相談等のご相談
　大学と共同研究をしたい、大学の研究成果を知りたい、技術課題の解決に協力してほしいなど、産官学連携全般および共同研究・
技術相談等のご相談に応じます。産官学連携コーディネーターがご相談を伺い、最適な研究者をご紹介し、研究開発プロジェクトの
実施を支援します。

公立小松大学市民公開講座～ Open UniverCity ～の開催
　公立小松大学市民公開講座は、大学で行われている学術の研究成果を地域の皆さんに還元し、市民の学習機会の場を提供する
ために実施する事業です。広く一般市民を対象とした講座で、どなたでも気軽に参加いただけます。詳しくは、開講1ヵ月前に発行す
る各募集チラシ（HP等）でご確認ください。

社会人教育の推進
●ものづくり人材スキルアッププログラム

　地域のものづくり企業の従業員を対象に、ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ事ができる実践的な教育プログラムを
開催しています。目的に合わせた、生産管理技術（Ａコース）、工場経営管理（Ｂコース）の2つの選択コースと、すべての科目を履
修する総合コースがあります。　　　　　　　　　　　　　 ※総合コースは、文部科学省職業実践力育成プログラム（ＢＰ）に認定されています。

共同研究
●本学において企業等から研究経費等を受け入れ、本学の研究者が企業等の研究者と共通の課題について
　共同で研究を行います。
●本学及び企業等において共通の課題について分担して研究を行います。

受託研究 ●企業等（委託者）から委託を受けた研究課題について、本学の研究者が研究を行い、
　研究成果を委託者に報告します。

その他
●審議会、委員会の委員の委嘱
●研修会、研究会、勉強会の講師依頼
●各種事業のアドバイザーの委嘱 など

地域連携推進センター問い合わせフォーム

地域連携推進センターについて

1 地域課題の解決に向けて

2 地域の学びを支える

シーズ・ニーズマッチングシンポジウム
　研究シーズ（種）とは、将来に可能性を秘めた研究・技術を意味します。大学の研究シーズを広く地域に公開し、地域のニーズと結
び、委託研究や共同研究、地域の課題解決などにつなげていくことを目指して定期的にシンポジウムを開催しています。シンポジウムで
は、教員の研究発表や意見交換などを行います。

技術相談、共同研究などの相談は、
ホームページの問い合わせフォームから
お気軽にどうぞ。

教員の研究内容、研究シーズは、
ホームページからもご確認いただけます。

地域連携推進センターの
ホームページはこちらから

ホーム 大学案内 附属施設
地域連携推進センター

研究シーズ集・研究者要覧
ホーム 研究・産官学連携
研究シーズ集、教育者要覧技術相談・その他ご相談
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地域行事への参加
　地域への大学の知の還元を目指し、「市民公開フォーラム」な
ど、地域住民を対象とした公開講座を開催しています。また、
地域の伝統的なお
祭りや行事、ボラン
ティア活動などの学
生 参 加を促 進して
います。

（2） 事務局での寄附　　粟津キャンパス（1階）へ直接お越し
ください。現金のみでの受付となります。

（3） インターネットからのお申込み（クレジットカード決済、コ
ンビニ決済、Pay-easy決済によるお支払い）　本学ホー
ムページからアクセスしてください。

《税法上の優遇措置》
個人からの寄附、法人からの寄附、いずれも
税法上の優遇措置を受けることができま
す。詳しくは、本学ホームページでご確認く
ださい。

　主に本学の学生修学、教育研究、地域貢献、国際交流、キャ
ンパス環境整備等に係る事業を支援し、より一層の充実を図る
ために活用させていただきます。
　ご支援ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

《主な活用予定》
学生修学環境整備等事業／国際交流事業／教育・研究環境整
備等事業／キャンパス環境整備等事業／地域貢献事業／記念
事業／学生への経済的支援事業　など

《ご寄附の方法》
（1） 金融機関窓口（郵便局・ゆうちょ銀行を除く）での振込
       ※本学所定の振込用紙は、粟津キャンパス（1階）で配布しています。 寄附についての問い合わせ▶ 財務課　TEL：0761-48-3101

公立小松大学基金への寄附のご案内

3 地域と世界とつながる

産官学合同シリコンバレー研修
2019年3月に開設したシリコンバレーオフィス（アメリカ カリフォ

ルニア州）を拠点に、学生・地域の企業人・自治体職員を対象と
した現地研修などを
実施しています。シ
リコンバレーにおけ
る実 践 的な学びを
通してアントレプレ
ナーシップ（起業家
精 神）を 育 成 しま
す。

公立小松大学協力会の発足について
　公立小松大学と産業界との交流を推進し、相互理解を深めることにより、地域社会の課題解決と
人材育成に資することを目的に、「公立小松大学協力会」が令和６年11月に発足しました。

〈対象〉
公立小松大学協力会の趣旨に賛同する法人又は団体等

〈事業内容〉
●産学交流の機会を提供（総会・講演会・情報交換会の開催）
●研究・技術シーズの提供（最新の研究・技術情報やイベント・セミナー等の開催情報を提供）
●大学との連携・人材育成の機会を提供（技術相談・共同研究などの産官学連携をサポート）

〈会員種別と年会費（１口１万円）〉
●一般会員＞１法人につき、１口以上３口未満
●特別会員＞１法人につき、３口以上
●賛助会員＞無料　※官公署及び公益法人等は賛助会員として入会できます

会員募集中
　公立小松大学協力会は随時会員を募集しています。右記のＱＲからお申し込みください。

会員種別と年会費

・技術相談・共同研究などの産官学連携をサポート
・学外技術体験実習、臨床臨地実習、地域実習、インターンシップ事業の支援

産学交流の機会を提供
・総会・講演会・情報交換会の開催
研究・技術シーズの提供
・最新の研究・技術情報やイベント・セミナー等の開催情報を提供
大学との連携・人材育成の機会を提供

産官学合同シリコンバレー研修、シーズ・ニーズ
マッチングシンポジウム等産官学連携事業への優先案内

公立小松大学協力会事務局

一般事業（一般会員・特別会員・賛助会員）

公立小
松大学

ととも
に、

公立小
松大学

ととも
に、

地域社
会の課

題解決
と

地域社
会の課

題解決
と

人材育
成を促

進！

人材育
成を促

進！
事業内容

特別事業（特別会員）

公立小松大学の活動を支援し、
公立小松大学と産業界が連携と相互の日常的な交流を
進めることを目的に、令和６年11月に設立された団体です。

公立小松大学協力会公立小松大学協力会

お問い合わせ・申込先 〒923-0921
石川県小松市土居原町10番地10（公立小松大学総務課）
TEL:0761-23-6600 FAX:0761-48-3248
E-mail: soumu@komatsu-u.ac.jp
URL: https://www.komatsu-u.ac.jp/

（１口１万円）

一般会員＞１法人につき、１口以上３口未満
特別会員＞１法人につき、３口以上
賛助会員＞ 無料※官公署及び公益法人等は賛助会員として入会できます

総会時の特別講演・情報交換会（年１回）

技術相談、共同研究などの産官学連携サポート
シーズ・ニーズマッチングシンポジウム（年１回）

１法人につき、３口以上で、上記の一般事業に加え、以下の特典を利用できます。

業界研究会出展支援

実習、インターンシップ事業の支援

特別セミナー・見学会（年１回）
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